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福島県

　福島第一原発事故から６年が経ち、帰村が可
能となった福島県・飯舘村を視察しました。今
も除染廃棄物が詰まったフレコンバッグが広大
な田んぼに積み上げられたままです。家屋の敷
地は除染されても一歩出ると放射能の濃度は高
く、住民は「日常生活は戻っていない」と話し
ます。道路や庭などの放射能濃度を実際に測定
した真下議員は、「原発事故は収束していませ
ん。決して繰り返してはならない」と決意をあ
らたにしました。

　６月の産炭地域振興・エネルギー問題調査特別委
員会で、福島県・新潟県での調査を踏まえ省エネ・
新エネのとりくみについて質問。北海道の自然由来
の再生可能エネルギーの可能性を生かして地域で
電力を自給し、電力の地産地消を実感できる施策の
展開を求めました。
　阿部啓二経済部長は、「新エネ導入加速化基金を
最大限活用し、５年を集中期間として中小水力導入
の促進、バイオマスの複合的利用、熱と電気の地域
単位でのマネージメントの導入など、地産地消を加
速し経済の活性化につなげていく」と答弁しました。
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旭川高等支援学校の入学定員増！

「ゼロへの出発」苦悩の日々

「笑顔ときどき
　 　　ウルトラマン」

フレコンバッグ前で放射能濃度測定をする真下議員と
左から、佐野弘美議員、菊地葉子議員（福島県飯舘村）

積み上げられた除染廃棄物

また、経済部は今年度、節電やエコドライブの普及・
省エネ技術導入の可能性調査に支援を行う方針を示
しました。

会津電力（福島県喜多方市）の太陽光発電を視察

地域の電力自給を地域の電力自給を省エネ・新エネ促進で省エネ・新エネ促進で


